
2023 年度(令和 5 年度)福山市防災会議の開催結果について 

 

 

１ 開催日時 

  2023 年（令和 5 年）6 月 28 日（水）14 時～15 時 

 

２ 開催場所 

  福山市役所本庁舎３階大会議室 

 

３ 出席者 

  市長（会長） 

  副市長（副会長） 

  委員 46 人（代理出席者を含む） 

 

４ 会議の公開・非公開 

  公開 

 

５ 傍聴人数 

  7 人 

 

６ 協議事項 

 ・福山市地域防災計画（基本・風水害対策編）の修正について 

  ・福山市地域防災計画（地震・津波災害対策編）の修正について 

 

７ 報告事項 

  （１）福山ガスの地震対策（福山瓦斯株式会社） 

  （２）福山防災リーダーの活動報告（福山防災リーダー連絡協議会女性部会） 

  （３）顕著な大雨に関する気象情報（広島地方気象台） 

  （４）福山市の取組について（福山市） 

 

８ 会議概要 

  会長より開会の挨拶があった後，事務局より新たに就任した女性委員１３名の紹介を

した。 

 



‹協議事項› 

事務局より福山市地域防災計画の修正について説明し，事務局案のとおり承認された。 

質問はなし。 

 

‹報告事項› 

 各機関から防災の取組等について報告を行ったところ，次にとおり質疑があった。 

 

(杉原 均委員) 

先程の福山市の報告の中で，２０２３年度（令和５年度）の防災訓練の実施について質

問いたします。山手学区は２０１６年と２０１８年に集中豪雨による甚大な浸水被害が発

生いたしました。したがって２０１７年から山手学区全住民を対象に山手学区総合防災訓

練を実施しているところであります。そこで質問いたします。 

２０２３年５月２２日に実施された風水害対応訓練について詳しく説明をお願いします。

山手学区で実施した浸水害訓練では，避難体制において懸案事項が残っており，市の風水

害訓練を参考にさせていただきたいと思いますので，その点も含めて説明をお願いします。 

 

(危機管理防災課) 

今年度の風水害対応訓練について，ご説明します。今年度は，特に関係事業者，関係機

関との伝達・連携に重点をおいて訓練を実施しました。 

具体的には，２点あります。 

１点目は，協定事業者との連携訓練です。  

協力いただいた事業者は，トヨタモビリティパーツ様と福山三菱自動車販売様です。各

事業者が所有する電気自動車を提供していただく旨の災害時応援協定を締結しており，今

回の訓練では，避難所で停電が発生した場合を想定して避難所への到着時刻や提供いただ

ける自動車の台数などの確認をしました。 

２点目は，自衛隊との伝達訓練です。本市から県，県から自衛隊への情報伝達に必要な

行政手続きをブラインド型訓練で確認しました。 

また，避難体制については，昨年度より導入した避難情報一括送信システムを活用して，

実災害と同様の流れで，複数の媒体へより迅速に避難情報を発令できるよう手順の確認を

しました。 

 

(佐藤 千代子委員) 

福山ガスさんに質問です。 

東日本大震災では，復旧までに約３０日かかったとお聞きしております。南海トラフ地

震が起きた際は，広範囲に渡って被害が発生すると予想されています。同時に輸送等の機

能はほとんどマヒ状態になると想定されていますが，復旧にかかる人数や日数についてど



のようにお考えですか。  

 

(福山ガス) 

南海トラフ地震が発生した場合の対応については，検討中ですが，被害想定については，

ガスの導管の耐震化率を基にして算出しております。 

想定被害に対しては，基本的に１０日間で復旧対応ができるように考えています。その

ために，必要な人員を確保するには，全国の事業者から応援していただく必要があり，お

よそ延べ８０００人の応援を想定しております。 

 

(堀家 美智子委員) 

資料９の２０２３年度の取組の中にある，「２ 地域防災力の向上（３）津波避難計画

の作成」における取組の概要について，詳細をご説明ください。 

また，津波浸水想定区域対象地域の人は，自分たちが対象者であることを自覚している

のかということを教えてください。 

最後に，実際の避難訓練はいつ実施されますか。その内容や対象者について，教えてく

ださい。 

 

(危機管理防災課) 

資料９で示した「津波避難計画の作成」における取組の概要についてご説明します。本

事業は，津波浸水想定区域内にある４２の学区・地区において，自主防災組織が中心とな

って計画を作成していただくものです。さらに，作成した計画をもとに訓練をしていただ

き，より実効性の高い計画にしていただきたいと考えております。訓練の内容や参加者に

ついては，各学区・地区にて検討していただくこととしております。 

津波浸水想定区域内の住民の方には，津波ハザードマップや防災リーダーによる講座な

どで周知を行っておりますが，自覚の部分については，まだ取組の余地があると考えてお

ります。津波避難計画作成を機に，自主防災組織が中心となって自分たちの地域ではどの

ような災害リスクが想定されるのか，災害時に取るべき行動は何か，避難場所までの経路

はどうしたらよいか，などを話し合っていくよう取り組んでまいります。 

避難訓練については，福山市では，毎年１１月の第４日曜日を「福山市防災の日」と位

置づけ，市内全域を対象に「福山市総合防災訓練」を実施しています。今年度は，１１月

２６日に実施予定となっております。今年度の具体的な訓練内容については，現在検討中

となっております。例年であれば，福山市総合防災訓練と合わせて，学区・地区の訓練を

実施するところもあります。 

 


